
広報おおさき　2019 年 1月号 広報おおさき　2019 年 1月号

化
女
沼
の
歴
史

　

古
川
地
域
の
北
西
に
位
置
す
る

化
女
沼
は
、
丘
陵
地
と
平
野
部
が

出
会
う
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
こ

こ
は
、
県
北
部
や
秋
田
県
・
山
形
県

か
ら
流
れ
る
迫
川
や
江
合
川
な
ど

で
形
成
さ
れ
て
い
る
低
湿
地
帯
で

す
。

　

化
女
沼
は
、
昔
か
ら
か
ん
が
い

用
た
め
池
と
し
て
維
持
さ
れ
、
古

川
地
域
や
田
尻
地
域
の
水
田
に
用

水
を
供
給
し
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
の
化
女
沼
は
、
治
水
ダ
ム

湖
と
し
て
、
約
3
0
0
年
前
に
つ

く
ら
れ
た
農
業
用
た
め
池
と
自
然

の
沼
を
造
成
し
、
平
成
7
年
に
完

成
し
ま
し
た
。
雨
水
と
湧
水
、
洪
水

時
の
導
水
を
貯
水
す
る
こ
と
で
、

農
業
用
水
の
確
保
と
洪
水
調
節
の

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

多
様
な
植
物
た
ち

　

夏
に
は
、
ハ
ス
や
ヒ
シ
を
中
心

と
し
た
水
生
植
物
が
沼
の
広
い
範

囲
に
咲
き
、
沼
の
周
辺
に
は
、
ニ
ッ

コ
ウ
キ
ス
ゲ
や
ノ
ハ
ナ
シ
ョ
ウ

ブ
な
ど
の
花
が
咲
き
ま
す
。
中
に

は
、
国
内
で
は
ほ
と
ん
ど
見
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
っ
た
稀
少
種
も

多
く
見
ら
れ
、
化
女
沼
や
そ
の
周

辺
に
は
、
お
よ
そ
6
5
0
種
類
を

超
え
る
植
物
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

自然と歩む。
化女沼のラムサール条約登録から10年、

その歴史とこれからを考えます。

す
。
昆
虫
類
も
多
く
、
特
に
ト
ン
ボ

類
の
宝
庫
で
、
チ
ョ
ウ
ト
ン
ボ
な

ど
た
く
さ
ん
の
種
類
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

水
鳥
の
聖
地
と
し
て

　

水
鳥
の
生
態
系
に
と
っ
て
、
た

く
さ
ん
の
種
類
の
植
物
や
昆
虫

は
、
命
を
つ
な
ぐ
と
て
も
重
要
な

も
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
自
然
環
境
に
支
え

ら
れ
て
、
化
女
沼
に
は
、
マ
ガ
ン
、

ヒ
シ
ク
イ
、
オ
オ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
な

ど
の
ガ
ン
カ
モ
類
が
、
越
冬
の
た

め
毎
年
4
万
羽
超
も
訪
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
、
1
2
0
種
を
超
え

る
鳥
類
が
確
認
さ
れ
て
き
ま
し

た
。

　

マ
ガ
ン
や
ヒ
シ
ク
イ
は
、
越
冬

の
た
め
に
ロ
シ
ア
か
ら
、
約
2
～

4
千
キ
ロ
の
旅
を
し
て
や
っ
て
き

ま
す
。
現
在
で
は
、
マ
ガ
ン
・
稀
少

な
ヒ
シ
ク
イ
の
重
要
な
越
冬
地
と

な
っ
て
い
ま
す
。
マ
ガ
ン
は
日
本

へ
飛
来
す
る
群
れ
の
ほ
ぼ
全
数

が
、
化
女
沼
や
蕪
栗
沼
・
周
辺
水
田

（
田
尻
地
域
）
、
伊
豆
沼
・
内
沼
（
栗

原
市
・
登
米
市
）
な
ど
で
越
冬
す
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

化
女
沼
に
は
ヒ
シ
ク
イ
が
多

く
、
蕪
栗
沼
・
周
辺
水
田
に
は
マ
ガ

ン
が
多
く
飛
来
し
て
い
ま
す
。
マ

ガ
ン
は
年
間
20
万
羽
ほ
ど
国
内
に

飛
来
す
る
の
に
比
べ
、
ヒ
シ
ク
イ

は
、
わ
ず
か
数
千
羽
ほ
ど
し
か
飛

来
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
飛
来
地
も
マ

ガ
ン
に
比
べ
る
と
非
常
に
数
少
な

い
野
鳥
で
す
。
そ
の
ヒ
シ
ク
イ
が

化
女
沼
で
越
冬
す
る
こ
と
は
、
地

域
や
市
が
誇
れ
る
こ
と
の
ひ
と
つ

で
す
。

化
女
沼
の
世
界
的
価
値

　

そ
う
し
た
渡
り
鳥
が
選
ん
だ

聖
地
で
あ
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
、

平
成
20
年
10
月
、
化
女
沼
は
ラ
ム

サ
ー
ル
条
約
湿
地
に
登
録
さ
れ
ま

し
た
。

　

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
は
、
水
鳥
の

生
息
地
と
し
て
重
要
な
湿
地
の

「
保
全
・
再
生
」「
ワ
イ
ズ
ユ
ー
ス

（
賢
明
な
利
用
）
」「
交
流
・
学
習
」

を
目
的
と
し
た
国
際
的
な
条
約
で

す
。
昭
和
55
年
、
北
海
道
釧
路
湿
原

が
、
日
本
で
初
め
て
ラ
ム
サ
ー
ル

条
約
に
登
録
さ
れ
、
現
在
ま
で
に

52
カ
所
（
平
成
30
年
12
月
現
在
）
が

登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
内
に
は
、
湿
原
や
湖
沼
、
藻

場
、
干
潟
、
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
、
サ

ン
ゴ
礁
、
地
下
水
系
な
ど
の
登
録

地
が
あ
り
、
世
界
的
に
も
湿
地
生

態
系
の
多
様
性
が
評
価
さ
れ
て
い

ま
す
。
県
内
で
は
、
化
女
沼
や
蕪

栗
沼
・
周
辺
水
田
（
平
成
17
年
登

録
）
、
伊
豆
沼
・
内
沼
（
昭
和
60
年

登
録
）
の
ほ
か
、
平
成
30
年
10
月

に
は
南
三
陸
町
の
志
津
川
湾
が

登
録
さ
れ
ま
し
た
。

自
然
と
人
の
共
生
を
探
る

　

化
女
沼
は
市
街
地
や
東
北
自
動

車
道
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が
良
く
、

国
指
定
史
跡
宮
沢
遺
跡
に
ち
な
ん

だ
古
代
の
里
公
園
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
多
く
の
人
に
と
っ
て
身
近
な

存
在
で
す
。
遠
足
や
レ
ジ
ャ
ー
な

ど
、
個
人
・
団
体
問
わ
ず
さ
ま
ざ
ま

な
利
用
が
で
き
ま
す
。

　

化
女
沼
が
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
に

登
録
さ
れ
て
10
年
。
大
崎
に
暮
ら

す
わ
た
し
た
ち
に
は
、
化
女
沼
の

湿
地
生
態
系
を
維
持
す
る
こ
と
、

そ
し
て
、
そ
れ
ら
が
も
た
ら
す
恵

み
を
持
続
的
に
活
用
し
て
い
く
使

命
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。「
豊
か
な
自
然
」
と
は
、
古
く
か

ら
自
然
に
良
い
形
で
人
が
手
を
加

え
、
自
然
と
共
生
す
る
文
化
が
根

付
い
て
き
た
か
ら
こ
そ
、
実
現
し

た
も
の
で
す
。

　

化
女
沼
を
豊
か
に
す
る
動
植
物

や
保
全
活
動
に
取
り
組
む
人
々
、

こ
の
環
境
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
子

ど
も
た
ち
の
環
境
教
育
、
わ
た
し

た
ち
が
で
き
る
こ
と
に
目
を
向
け

て
み
ま
せ
ん
か
。

　

50
年
先
、
1
0
0
年
先
も
、
自
然

と
人
が
共
生
し
続
け
る
た
め
に
。

化女沼の概要

▲

ラムサール条約の登録面積：34ha（湖面部分）

▲

生物相：鳥類120 種以上、植物650種以上

特にガン・カモ類の越冬数が非常に多く、ピーク

時は約4万羽がねぐらとして利用

▲

ラムサール条約登録年月日：平成20年10月30日

　水鳥の聖地「化女沼」には、稀少な植物や生きものがたくさん暮ら

しています。この豊かな自然を守り、人と共生するために、保全活動

や環境教育を行う人や、動き出しているプロジェクトがあります。

　市民の憩いの場所でもある化女沼について、さまざまな動植物と

今後を探りました。




